
 

 

 タブレットを火ｙ美

ネットから出して準備

しています。 

 ６年生は手慣れた様

子です。 

 

 自分でテキパキと準備を進め

ています。 

 真新しさに驚く様子も見られ

ません。 

 それでも、機械相

手にトラブルはつき

もの。困ったときは

お互い様。 

友だち同士で教え

合う場面が随所に見

られます。 

館林市では、各学校の 1教室を使って「英語村」を開設することにしています。 

そのキャラクターを一人一人が考えました。今日は代表を決めます。 

※英語村は市の事業です。市内のＡＬＴとの交流の場を開設します。 



 

 

 

 

 

児童のタブレッ

トにグラフの画面

を送ることもでき

ます。 

リアルタイムに

送られる情報を興

味深く見ていま

す。 

集計結果がグラフとなって即座にＴＶ画面に。とても効率的です。 

 ここからキャラクター選びが始

まります。 

 一人一人が考えたキャラクター

が教師から送られてきました。 

 児童はお気に入りを選んで選択

します。 



  

学級の代表作品が決定しました。みんなで制作者に拍手！ 

 

 

ＩＣＴ活用が本格化

してから情報の収集と

発信に集中する児童の

姿を多く見かけます。 

これからも活用の幅

を広げていきたいと思

います。 


